
 

 

 

 

 

夏休みまで３週間となりました。入学してから３か月の間に，自分で出来ることが多くなり，大きく成

長しました。学習以外でも，伸び伸びと校庭で遊んだり，係や当番の仕事に進んで取り組んだりし，充実

した学校生活を送っています。 

７月は，夏休み前の大事なまとめの時期です。これまでに学習したことをしっかり復習し，苦手な部分

を確認して習熟を図っていきたいと思います。また，蒸し暑い日が続くと，体調を崩すお児童も出てきま

す。睡眠を十分にとり，朝食をきちんと食べ，暑さに負けない体をつくるよう指導していきたいと思いま

す。ご家庭でもご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎あさがおの鉢の持ち帰りについて 

 

月 火 水 木 金 

３ 
YUKAによるチアダ

ンスレッスン 

 

４ 
MICKYによるダンス

レッスン 

 

５ 

 

学校集金振替日 

なかよしタイム 

６ 

 

７ 

登校指導 

全クラスプール 

（JSS指導） 

１０ 
下校指導 

１１ 

 

１２ 

 

 

１３ 

 

雀宮おはなし会 

１４ 

 

雀宮おはなし会 

１７ 

海の日 

１８ 

 

１９ 

 

 

２０  Ｂ日課 

 

個人懇談①（～7/31） 

２１ Ｂ日課 

 

個人懇談② 

２４ Ｂ日課 

 

個人懇談③ 

２５ Ｂ日課  

夏季休業前朝会 

個人懇談④ 

２６ 

夏季休業（～８/２９） 

個人懇談⑤午前中 

２７ 

 

個人懇談⑥ 

２８ 

 

個人懇談⑦ 

31 

 

個人懇談⑧ 

    

宇都宮市立五代小学校 

第１学年だより ７月号 

令和 5年６月３０日 

７ 月 の 行 事 

国語  どうやってみをまもるのかな／ちいさいゃゅょ／こんなことしたよ／おおきなかぶ  

算数  のこりはいくつ／どれだけおおい  

生活  みどりはともだちⅠ／いきものとなかよしⅠ  

音楽  ことばのリズムであそぼう／にっぽんのうた みんなのうた 

図工  せんのかんじいいかんじ／うきうきボックス 

体育  水遊び／リズム遊び 

道徳  ぼくのしごと／どきどき どっきんぐ／ぼくとシャオミン 



 

★アサガオの持ち帰りについて★ 

 お子さまが生活科で育てているアサガオの鉢ですが，夏休み中は，ご家庭で世話をお願いしま

す。１５日（土）～３１日（月）の間に，お持ち帰りください。個人懇談の際に持ち帰っていただ

いても大丈夫です。２６日以降は，水やりができなくなってしまいますので，早めの持ち帰りをお

願いいたします。 

 

★個人懇談の実施について★ 

  ７月２０日（木）から３１日（月）に個人懇談を行います。予定表をよくご覧になり，ご多忙とは存

じますがご協力をお願いいたします。ご都合がつかず日時を変更したい場合は，宮っ子ダイアリー等で

担任までお知らせください。 

 

★道具箱の持ち帰り★ 

  １８日（火）以降に道具箱を持ち帰りますので，大きめの手提げ袋を持たせてください。持ち帰った

ものは，点検・補充をし，夏休み後に持たせてください。記名等の確認もお願いいたします。 

 

★学習用具等の持ち物についてのお願い★ 

  基本的な学習習慣を身に付けるために，学習用具を整えるということは，とても大切なことです。

準備物がそろわないために，学習に対する意欲が低下し，学習の定着が不十分になることは避けたいも

のです。翌日の学習用具の準備をする際には，忘れものがないか一緒に確認していただきますようお願

いいたします。 

 

★学校に持ってこない物について 

学習に必要の無い物は学校に持ってこないきまりになっています。キーホルダーやメモ帳，シール，

カードなどを学校に持ってこないように，ご家庭でも確認をお願いします。（壊れたり紛失したりの恐

れがあります。） 

 

★プール見学をする場合について★ 

  健康上の都合等でプール学習を見学する際は，見学理由を宮っ子ダイアリーにてお知らせください。 

                 プール学習の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月は「おはなしタイム」があり，担任と児童が 1対１でお話をする時間がありました。いつも一

緒に遊んでいる友達のこと，学習のこと，困っていることなど様々なお話をすることができました。

「おはなしタイム」のとき以外でも，学校では困ったことがあったらいつでも相談するように児童に

お話しています。 

学校生活には，誰かの話を聞いて交流する場面があふれています。友達や先生のお話，お家での家

族のお話…。話をよく聞いてもらうことは，うれしいものです。しかし，その体験が少ないと，話を

聞くことの大切さを子供が十分に感じ取ることができません。子供の話に“共感すること”，“受け止

めること”，そして途中で割り込まずに“待つこと”。聞く力を身に付けるために一番意識しなければ

ならないのは，我々大人が聞き上手になり，その姿を子供に見せることなのかもしれません。 


